
第 288回競技委員会議事録

1. 日 時：2024年 7月 3日（水）18時 00分～ 21時 10分
2. 会 場：四谷ブリッジセンター B1
3. 出席委員：

競技委員会：委員総数 14、定足数 10、出席 14で成立。

山後秀幸委員長、寺本直志、ロバート・ゲラー、斉藤千鶴乃、桜井雅子、久富健史、

吉田正、仲村篤志、正村祐一、浅越ことみ、宋逸寒

Zoomで出席：山田和彦競技会事業担当理事、波多江隆児、石橋瑞己

オブザーバー：貴戸祥郎

4. 議事の経過及び結果：山後秀幸委員長を議長に議事を逐一審議した。

第 1号議案 クラブディレクター承認の報告

岡野 有紀子 202673 C-01226 東京都

栗原 裕美 227601 C-01217 東京都

笠井 敏子 215826 C-01218 シンガポール

第 2号議案 セクショナルディレクターの承認

柴田 千鶴 206798 C-01158 神奈川県

推薦者 齋藤 陽子 114222 S-00073(S99073)

第 3号議案 各委員のワーキンググループの配置について

○マスターポイントに関するワーキンググループ（MPWG）
仲村篤志（グループ長）、山後秀幸、寺本直志、正村祐一、宋逸寒

○コンベンション・アラートに関するワーキンググループ（コンベンションWG）
吉田正（グループ長）、浅越ことみ、石橋瑞己、寺本直志、久富健史、ロバート・ゲラー、

宋逸寒、貴戸祥郎

○競技会運営規則・試合要項に関するワーキンググループ（規則要項WG）
寺本直志（グループ長）、浅越ことみ、ロバート・ゲラー、桜井雅子、山後秀幸、

仲村篤志、吉田正、波多江隆児、宋逸寒

○ナショナル・リジョナルの試合環境に関するワーキンググループ（試合環境WG）
斉藤千鶴乃（グループ長）、寺本直志、ロバート・ゲラー、桜井雅子、山後秀幸、

宋逸寒、貴戸祥郎

○日本リーグ・クラブリーグ・IMPリーグに関するワーキンググループ（リーグWG）
斉藤千鶴乃（グループ長）、寺本直志、ロバート・ゲラー、仲村篤志、正村祐一、

宋逸寒

第 4号議案 会員総会でのご意見について

1) 自己申告による SPを認めてほしいという意見について審議した。これを認めるとシードに

よる対戦に影響を与える可能性があるため、認めないこととした。

2) 全日本地域対抗選手権でウィメンズもオープンと△ 1000を設定して欲しいという意見があ

あり、規則要項WGで検討することとした。



第 5号議案 競技会事業部からの提案とお願い

1) レッドリボン杯のマスターポイント制限を変更して STFとするという提案があり審議した。

△ 500を下位ストラットとして全体の制限を緩和する方針を決定し、具体的な制限を有資格

者の分布データから決定することとした。

2) 通信ゲーム形式の細田記念杯の提案があり、詳細を規則要項 WG で検討することとした。

3) 以下の競技会について規則要項WGと共同で検討することとした。

・朝日新聞社杯の試合方式の見直し

・全日本地域対抗選手権のフライト分けの見直し

第 6号議案 競技会中の飲酒について

競技会中の飲酒について禁止すべきという意見があり審議した。審議の結果、JCBL 主催競技

会については別途定めた場合を除き原則禁止とし、事務局にて規定案を作成することとした。

センター・クラブ主催競技会については主催者に委ねることとした。

第 7号議案 その他議案

喫煙規定の改訂案の提出があり、規則要項WGで検討することとした。

次回競技委員会は 2024年 9月 4日（水）18時 00分からの開催を予定し、

以降 11月 6日、12月 4日、1月 8日の開催を予定する。

以 上


